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竹中 修 ･景山 節 ･中村 伸 ･浅岡一雄り
研究概要
1)マカカ属サルのグロビン退伝子の柄造
竹中 修 ･荒川美典2)
インドネシア国スラウェシ (セレベス)島のマ
カクを初めとして19種のマカカ属サルについて,
DNA構造の解析による系統進化の解明を目的と
して,進化速度の速いいわゆる偽退伝子,Vβ退
伝子の解析を進めている｡ポリメラーゼ連鎖反応
(PCR)法により増幅させた第二イントロン約
1kbをpuC系のファージベクターに組み込み,
一木銑DNAを調製し塩素配列を決定中である｡
2)DNAフィンガー7'1)ソト法によるニホン
ザルの父子判定
井上美穂3)･竹中晃子-)･竹中 修
1)教務職員 2)技術補佐員
3)大学院性 4)研修員
ミニサテライトと称されるDrtA上の超可変領
域の解析によりこホンザルの父子判定を行ってい
る｡霊長塀研究所の若桜群ニホンザルについて,
共同研究により行動観察を行い,翌年に生まれた
子供の父親を判定した｡射精にいたる交尾の回数
は高Jm位オスが低順位オスに優っていた｡しかし
低順位オスでも少ない機会を利用して子供を残し
ていることがわかった｡さらに早島の群れを緒
獲,採血して野生群でのオスの順位,年令による
繁殖状況の違いを明らかにすることを試みている｡
3)高等霊長頬のαグロビン遺伝子の構造
竹中克子 て竹中 修
ヒトでは重複しているαグロビン退伝子が.マ
レー 半島やスマトラのカニクイザルでは3重重複
している例が頻度高く発見された｡不等交叉およ
び退伝子発現の横桁を調べることを目的としてカ
ニクイザルのαグロビン退伝子の塩素配列を決定
中である｡現在までにこの氾伝領域約9kbのう
ち7kbの塩素配列を決定した｡またチンパン
ジー,オランウータンで調べたところ,それぞれ
80%,20%の頻度で3正接退伝子が発見された｡
環境に対する適応の視点から考窮を進めたい｡
4)ペプシノゲソとペプシンの榊造 ･椴能 ･進
化
東山 節
ペプシノダソの退伝子榊造とその発現機構に関
する研究を継続した｡ニホンザルでは成体で発現
している5種塀のペプシノダ'/に対応するcDNA
がすべて得られた｡ウサギでは5種好Ⅰの成体ペプ
シノダソのcDNAの他に胎児ペプシノダソcDNA
のクローニングに成功した｡これらのcDNAをプ
ローブとしてノーザン分析により発生過程におけ
る遺伝子発現を調べた｡
5)霊長類の生体防御機榊
中村 伸
霊長只の止血免疫機榊を明らかにする目的で以
下の研究を続けている｡
1)凝固系の開始因子 ･組爪因子の分子細胞生物
学的解析.
2)止血免疫系のLPS応答損作の検討.
3)ニホンザルのスギ花粉症の総合的調査 ･解
析.
6)霊長塀特異酵素の研究
浅岡一雄
霊長煩の系統進化において特異的に出現および
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